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徳島観測所 近藤 和男 
沿革 
 徳島観測所は 1972 年第２次地震予知計画の微小地震観測網の整備の一環として助手１名









































－P 時間より求めた。（Table．１）Fig．３及び Fig．４は 1974 年 12 月までの震央分布図




























又この浅い活動とは別に 30km～40km の深さの近傍に震源の集中が見られる。 



























12ch を 14ch のアナログデータレコーダー（ADRI）に収
録し、データ交換の成分は ADR2 に収めている。 
2 巻のテープになったこれらの主な記録は１巻のテープ
に編集し保存している。地震の判別は自局４点と交換デ
ータ６点計 10 点に対しなされ ADR と PI0 に起動信号が

















5.5km/s が厚さ 5km、6.1km/s が 15km、6.7km/s が 15km
それ以下は 7.8km/s の成層構造である。 
マグニチュードの決定式は以下の通りである。 
M=1.18 log A+2.04 log r-4.48 
 但しは A最大振幅 （kine） 
 R は震源距離   （km） 
 
・ 研究経過 








一方観測点の間隔は 20～30km スパンから 30～70km スパンに伸びたため、浅発地震に見ら
 
れる微細な分布をとらえることは出来なくなった。Fig.9に示すのは Fig.8 にプロットされ
た地震に対する M の頻度分布図である。直線の勾配即ち b 値は 0.78、又分布の直線性が認




















伝送の形態を採用している。地球局は約 200 局の送信局（観測点または観測拠点）、正副 2
局の中継局（東大地震研構内と群馬県高崎市郊外に設置）、約 25 局の送受信局（全国の大
学の観測センターまたは観測所）から構成されている。当観測所においては本所に送受信
局が設置され、他の３点においては白山工業株式会社制作のデータ変換装置 LT8500 を VSAT




る。（Fig.10 SATARN SYSTEM） 
 
・ システムの概略 
























出来る。（コマンド latest）8 ㎜テープドライブは１巻で約 10 日間連続記録を収録する（1
時間毎）。又、波形ファイルはコマンド cpdat により MO にバックアップ（地震数により適

















＊ 付表 地震観測の歴史（概略） 
1872/08/26 函館測候所開設 
1875/06/01 東京：パルミエリ式地震計設置 








  機械式観測装置から電子式観測装置へ 
  地震波形の磁気テープ収録 
  トリガー式収録システム 
  阿武山地震観測所近傍観測網（鳥取観測所高槻支所） 
1964  防災研究所鳥取微小地震観測所新設 
1965  防災研究所上宝地殻変動観測所新設 
1966  無線テレメータ観測実用化（堂平） 
1968  防災研究所北陸微小地震観測所設立 
1972  京都大学理学部徳島地震観測所設立 
   1970 年臨時観測  1974 年観測網整備 
テレメータ観測網への移行 
1976～  京都大学各観測所テレメータ化開始：徳島は 1984 年 
1982～1985 南海地域各観測網のテレメータ化と半自動処理 
1984～  南海地域各観測網のテレメータ化により隣接間データ交換 
衛星利用・観測資料一元化 
1993～  WIN－FORMAT による記録開始 
1994～  大学関係衛星利用観測開始 
1997～ 気象庁・大学・科技庁観測原記録の相互利用開始 
   科技庁：地震基盤観測網設置開始 
    徳島：サターンシステム導入 
1998   気象庁：地震基盤観測網資料導入処理開始 
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